
第９号様式　その１ （表）

１　事業者の氏名等

２　報告する事業所等の全体の状況（2019年度の状況）

３　報告する全事業所における合計二酸化炭素排出量の状況

４　評価の対象とする事業所

５　評価対象事業所における直近５か年度の状況

６　再生可能エネルギーの利用事業所数及び割合

７　評価結果

（日本産業規格A列4番）

ランク

平 均 合 計 二 酸 化 炭 素
排 出 量 削 減 率

-0.38 %

63.97120

15,651.00 14,966.00

246,010.23 233,524.41

63.61930 64.08751

2018年度 2019年度

14,827.00

237,878.47

62.33014

t

㎡

kg-CO2/㎡

14,601.00

232,567.93

62.78165

15,524.00

242,671.69合 計 延 床 面 積

合 計 原 単 位

合計二酸化炭素排出量

17.18 %

平均合計原単位改善率 0.18 %

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
利 用 事 業 所 数

11 事業所

□

地 球 温 暖 化 対 策 の
取 組 に 係 る 評 価 ―

評 価 対 象 事 業 所

2015年度 2016年度 2017年度

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
利 用 事 業 所 率

15,050 ｔ

義務提出事業所 全事業所■

区長　斉藤 猛

合計二酸化炭素排出量

7,624 kl
原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計64

条 例 第 8 条 の 23 第 1 項
報 告 事 業 所 数

事業所

事 業 者 の 氏 名
( 法 人 に あ っ て は 名 称
及 び 代 表 者 の 氏 名 )

事業所 113 kl
原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計

条 例 第 8 条 の 23 第 2 項
報 告 事 業 所 数

4

地球温暖化対策報告書（その１）

江戸川区

事 業 者 番 号 A 1 0 2 0



（裏）

８　実績年度の目標達成の状況

９　提出年度の地球温暖化対策の目標

１０　地球温暖化対策のレベル

１１　事業者としての取組

１２　特記事項

（日本産業規格A列4番）

%

%

有 ■ 無

合 計 二 酸 化 炭 素 排 出 量 削 減 率

合 計 原 単 位 改 善 率

再生可能エネルギー導入事業所率

そ の 他

実 績 年 度 の
目 標 達 成 の 状 況

□ 目標達成した。

特記事項に内容を記載

%

目 標 の 有 無 □

A103 具体的な取組目標と内容の設定

対策番号 対策名

A101 地球温暖化対策の方針等の設定 A104 取組状況の点検体制の構築

組織体制の
整備の状況

重点対策 その他対策

対策番号 対策名

A102 温暖化対策推進担当の配置

取組方針

平成13年1月に「第１次環境行動計画」を策定し、庁舎等のエネルギー消費量及び温
室効果ガス排出量の削減に向けた取り組みを開始した。以降、「第２次環境行動計画
（平成17～平成19年度）」、「第３次環境行動計画（平成20～平成24年度）」、「第４次環
境行動計画（平成25～平成29年度）」を経て、平成30年度から「第５次環境行動計画」
による取り組みを推進している。

重 点 対 策 の レ ベ ル 1



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 江戸川区役所　本庁舎

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

1

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中央 1-4-1

2

1年未満

2

□■ 1年度分17,428.71 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 449

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 872

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

16

総　計（④=②+③） 888

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

50.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（灯油）

その他（）

その他（）

その他（）

81,783.8 45.00

□ 0.0

3,680.3 0.014 183.5

□ L 54.0 36.70 2.0 0.019 0.1

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

689.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,409,064.0 9.76 13,752.5 0.489

23,344.0 0.251

17,434.7

23,344.0

5.9

10.2

kWh

m3

872.7

0.439

16.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C506 余熱利用による早めの空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

空室・不在時等の空調停止 C110

C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C113_中間期における外気冷房の実施、C123_温湿度の適正管理、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C120_外灯等の点灯時間の季節別
管理、C502_採光を利用した消灯の実施、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定
実施、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時
の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 第二庁舎

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中央 1-10-5

2

1年未満

2

□■ 1年度分1,711.35 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 39

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 77

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 78

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

44.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

255.2 45.00

□ 0.0

11.5 0.014 0.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

76.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 157,019.0 9.76 1,532.5 0.489

1,831.0 0.251

1,544.0

1,831.0

0.5

0.8

kWh

m3

77.4

0.439

1.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

設 備 導 入 対 策

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小岩清掃事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東小岩 1-7-7

5

1年未満

3

□■ 1年度分1,445.85 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 53

1 7 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 102

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

7

総　計（④=②+③） 109

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

70.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

20,281.4 45.00

□ 0.0

912.7 0.014 45.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

57.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 117,156.0 9.76 1,143.4 0.489

10,990.0 0.251

2,056.1

10,990.0

2.8

4.8

kWh

m3

102.8

0.439

7.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D107 ボイラ等の空気比の調整

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C123_温湿度の適正管理、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別
設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停止、C120_外灯等の点灯時間の季節
別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の
実施、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季
節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休
日・夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温
度設定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏
れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 葛西清掃事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

5

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

臨海町 4-1-2

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,743.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 96

1 7 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 187

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③） 197

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

68.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（灯油）

その他（）

その他（）

その他（）

58,009.9 45.00

□ 0.0

2,610.4 0.014 130.2

□ L 848.0 36.70 31.1 0.019 2.1

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

55.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 113,533.0 9.76 1,108.1 0.489

15,217.0 0.251

3,749.6

15,217.0

3.8

6.7

kWh

m3

187.8

0.439

10.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C105

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

空室・不在時等の空調停止 C113

C123

中間期における外気冷房の実施

温湿度の適正管理

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

進入外気に伴う空調負荷の低減C125

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

D106 ボイラ等の定期点検の実施

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C131_出入口等の開口部付近
の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離
席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の
休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファン
の流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C507_温度計等による室
温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター
等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の
点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C522_効率
的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他
設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 ホテルシーサイド江戸川

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

臨海町 6-2-2

8

1年未満

4

□■ 1年度分5,502.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

7 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 380

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 737

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

9

総　計（④=②+③） 746

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

133.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

118,482.9 45.00

□ 0.0

5,331.7 0.014 265.9

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

471.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 963,844.0 9.76 9,407.1 0.489

14,364.0 0.251

14,738.8

14,364.0

3.6

6.3

kWh

m3

737.2

0.439

9.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C402 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

C404 加熱時間表示等による無駄の抑制 C110 余熱利用による早めの空調停止

季節に応じた温度設定の見直し C111

C413 水道メータ等で漏水の有無の点検 C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C409

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D107

D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集
約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時
の停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、
圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C130_エレベータ運転台数の制限、C401_利用客数の時間帯別把
握、C403_中央熱源機器等の季節設定実施、C417_不使用室の空調停止、C418_客室清掃時の空調停止、C419_ポン
プ・ファンの流量、圧力調整、C420_客室・共用部外調機の温度設定、C405_加熱時の蓋の使用の徹底、C406_水栓器具
近傍に節水表示、C407_食器洗浄機の効率的な使用法表示、C408_調理器具等の効率的な使用法表示、C421_過度な
換気風量の適正化、C422_営業開始に合わせた加熱器具使用、C411_利用客数別燃料使用量の把握、C412_効率的な
台数でのボイラ等の運転、C423_蒸気の漏れ・保温の管理、C414_利用客数別水道使用量の把握、C415_その他設備の
不使用時の停止、C416_その他設備の効率的な使用法表示、C424_看板照明点灯時間の季節別管理

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 総合文化センター

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

7

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中央 4-14-1

2

1年未満

2

□■ 1年度分16,495.77 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 574

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1,114

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

9

総　計（④=②+③） 1,123

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

67.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

83,062.7 45.00

□ 0.0

3,737.8 0.014 186.4

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

928.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,898,583.0 9.76 18,530.2 0.489

14,395.0 0.251

22,268.0

14,395.0

3.6

6.3

kWh

m3

1,114.8

0.439

9.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

採光を利用した消灯の実施

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

C508 空室・不在時等の空調停止 C122 冷風と温風の混合損失の防止

C123

C124

温湿度の適正管理

冷凍機等の出入口温度把握と調整

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

進入外気に伴う空調負荷の低減C125

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見
直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯
時間の季節別管理、C121_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応
じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室
温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター
等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C518_屋内駐
車場換気の不要時間の停止、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C521_
利用客数別燃料使用量の把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道
メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その
他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 区民センター

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

松島 1-38-1

3

1年未満

2

□■ 1年度分9,318.65 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 322

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 625

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

8

総　計（④=②+③） 633

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

67.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

60,491.3 45.00

□ 0.0

2,722.1 0.014 135.7

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

489.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,001,216.0 9.76 9,771.9 0.489

12,144.0 0.251

12,494.0

12,144.0

3.0

5.3

kWh

m3

625.3

0.439

8.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

余熱利用による早めの空調停止 C111

C508 空室・不在時等の空調停止 C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C121_屋内駐車場換気の不
要時間の停止、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消灯
の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握
と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の
季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C518_屋内駐車場換気
の不要時間の停止、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 篠崎公益複合施設等

事 業 所 番 号 A 1 0 0 02

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

篠崎町 7-20-19

6

1年未満

3

□■ 1年度分2,757.42 m2

□ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

■

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

報告範囲変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 90

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 175

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 177

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

63.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

176.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 359,894.7 9.76 3,512.6 0.489

2,946.0 0.251

3,512.6

2,946.0

0.7

1.3

kWh

m3

176.0

0.439

2.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

余熱利用による早めの空調停止 C111

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

予熱・予冷時の外気導入の停止

中間期における外気冷房の実施

C506

換気フィルターの清掃・点検

D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の
空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C502_採光を利用した消灯の実施、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の
把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 子ども未来館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 82

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

1

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

篠崎町 3-12-10

6

1年未満

3

□■ 1年度分1,546.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 30

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 58

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 58

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

37.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

67.7 45.00

□ 0.0

3.0 0.014 0.2

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

58.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 120,082.0 9.76 1,172.0 0.489

857.0 0.251

1,175.0

857.0

0.2

0.4

kWh

m3

58.9

0.439

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

余熱利用による早めの空調停止 C111

C508 空室・不在時等の空調停止 C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_
開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_
事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、
C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温
度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、
C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別
管理、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 共育プラザ小岩

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

0

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

北小岩 2-14-17

5

1年未満

3

□■ 1年度分2,231.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 39

3 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 75

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 76

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

33.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

672.8 45.00

□ 0.0

30.3 0.014 1.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

74.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 152,309.0 9.76 1,486.5 0.489

1,814.0 0.251

1,516.8

1,814.0

0.5

0.8

kWh

m3

76.0

0.439

1.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C105

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

余熱利用による早めの空調停止 C112

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C506

その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_
開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_
事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_
利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便
座ヒーター等温度の季節別設定

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 共育プラザ南小岩

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

南小岩 4-5-8

5

1年未満

3

□■ 1年度分2,015.91 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 30

3 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 59

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 61

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

29.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

2,160.5 45.00

□ 0.0

97.2 0.014 4.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

54.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 112,048.0 9.76 1,093.6 0.489

2,965.0 0.251

1,190.8

2,965.0

0.7

1.3

kWh

m3

59.6

0.439

2.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

空室・不在時等の空調停止 C111

C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C508

その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_
出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力
調整、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、
C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 共育プラザ一之江

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

一之江 3-13-7

2

1年未満

2

□■ 1年度分1,916.90 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 32

3 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 63

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 65

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

32.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ kg 2,190.9 50.80 111.3 0.016 6.6

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

57.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 116,534.0 9.76 1,137.4 0.489

3,587.0 0.251

1,248.7

3,587.0

0.9

1.6

kWh

m3

63.6

0.439

2.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

その他設備の定期的な保守・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C113_中間期における外気冷房の実施、C123_温湿度の適正管理、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力
調整、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、
C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 共育プラザ南篠崎

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

5

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

南篠崎町 3-12-8

6

1年未満

3

□■ 1年度分1,690.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 33

3 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 65

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 66

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

38.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

2,042.5 45.00

□ 0.0

91.9 0.014 4.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

60.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 124,422.0 9.76 1,214.4 0.489

2,511.0 0.251

1,306.3

2,511.0

0.6

1.1

kWh

m3

65.4

0.439

1.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C113

C122

中間期における外気冷房の実施

冷風と温風の混合損失の防止

その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停
止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間
照明停止、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯
の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C513_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C519_季節に応じた温度設定の見直し

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 総合体育館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

松本 1-35-1

4

1年未満

3

□■ 1年度分10,285.84 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 435

4 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 845

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

14

総　計（④=②+③） 859

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

82.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

93,684.3 45.00

□ 0.0

4,215.8 0.014 210.2

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

635.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,299,087.0 9.76 12,679.1 0.489

20,799.0 0.251

16,894.9

20,799.0

5.2

9.1

kWh

m3

845.5

0.439

14.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

時間的に詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104 採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

可能な限り低い照度設定

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C113 中間期における外気冷房の実施

C122 冷風と温風の混合損失の防止

C123

C124

温湿度の適正管理

冷凍機等の出入口温度把握と調整

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

出入口等の開口部付近の空調停止C131

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C132_開け放し開口部面積の
縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見
直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の
不要時の停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファン
の流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消
灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C513_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の
季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C522_効率的な台数での
ボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用
時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 スポーツランド

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

7

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東篠崎 1-8-1

6

1年未満

3

□■ 1年度分6,023.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 320

4 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 622

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

8

総　計（④=②+③） 630

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

103.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

19,493.6 45.00

□ 0.0

877.2 0.014 43.7

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

579.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,184,341.0 9.76 11,559.2 0.489

12,712.0 0.251

12,436.4

12,712.0

3.2

5.6

kWh

m3

622.9

0.439

8.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D106 ボイラ等の定期点検の実施

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C112_季節に応じた外気導入量の適正化、C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失
の防止、C123_温湿度の適正管理、C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、
C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停
止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停止、C120_外灯等の点灯時間の
季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消
灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把
握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・
夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間
の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水
道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 スポーツセンター

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

8 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西葛西 4-2-20

8

1年未満

4

□■ 1年度分10,230.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 588

4 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 1,140

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

21

総　計（④=②+③） 1,161

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

111.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

240,038.7 45.00

□ 0.0

10,801.7 0.014 538.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

601.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,230,623.0 9.76 12,010.9 0.489

30,703.0 0.251

22,812.6

30,703.0

7.7

13.5

kWh

m3

1,140.4

0.439

21.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C108

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C126

C117

事務用機器の台数見直し・集約化

便座ヒーター等温度の季節別設定

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D107 ボイラ等の空気比の調整

外灯等の点灯時間の季節別管理C120

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、C127_看板照明点灯時間の季節別
管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実
施、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C513_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度
設定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・
保温の管理、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 陸上競技場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 12

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

清新町 2-1-1

8

1年未満

4

□■ 1年度分7,088.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 41

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 80

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

3

総　計（④=②+③） 83

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

11.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

693.1 45.00

□ 0.0

31.2 0.014 1.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

79.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 161,814.0 9.76 1,579.3 0.489

4,349.0 0.251

1,610.5

4,349.0

1.1

1.9

kWh

m3

80.7

0.439

3.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C133

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C110 余熱利用による早めの空調停止

可能な限り低い照度設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

余熱利用による早めの空調停止 C123

C508 空室・不在時等の空調停止 C125

温湿度の適正管理

進入外気に伴う空調負荷の低減

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

出入口等の開口部付近の空調停止C131

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105

E108

照明用人感センサの採用

高効率照明器具の採用（屋外）

E126 窓際照明の連続調光制御

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停
止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C120_外灯等の点灯時間の季
節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯
の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定
実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の
見直し、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の
点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、E109_空調の冷温水配管の保温の実施、E127_蒸気バルブ等の断熱強
化、E110_高効率モータの導入（空調用）

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 球場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

1

8 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西葛西 7-2-1

8

1年未満

4

□■ 1年度分3,793.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 53

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 103

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 105

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

27.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

225.2 45.00

□ 0.0

10.1 0.014 0.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

102.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 210,479.0 9.76 2,054.3 0.489

3,099.0 0.251

2,064.4

3,099.0

0.8

1.4

kWh

m3

103.4

0.439

2.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

C508 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C113

C122

中間期における外気冷房の実施

冷風と温風の混合損失の防止

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105

E108

照明用人感センサの採用

高効率照明器具の採用（屋外）

E126 窓際照明の連続調光制御

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の
縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見
直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の
不要時の停止、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した
消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の
把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温
度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C519_季節に応じた温
度設定の見直し、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数
別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示、E109_空調の
冷温水配管の保温の実施、E127_蒸気バルブ等の断熱強化、E110_高効率モータの導入（空調用）、E136_デマンドコント
ローラの設置

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 臨海球技場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

臨海町 1-1-2

8

1年未満

4

□■ 1年度分493.98 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

名所変更（旧：臨海球技場第一）

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 61

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 120

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 122

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

242.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ kg 1,838.4 50.80 93.4 0.016 5.5

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

115.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 235,908.0 9.76 2,302.5 0.489

3,885.5 0.251

2,395.9

3,885.5

1.0

1.7

kWh

m3

120.9

0.439

2.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

余熱利用による早めの空調停止 C111

C508 空室・不在時等の空調停止 C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C506

その他設備の定期的な保守・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C122_冷風と温風の混合損失
の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、
C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、
C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停
止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実
施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調
整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間
照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定
の見直し、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な
使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 谷河内テニスコート

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

谷河内 2-9-19

0

1年未満

3

□■ 1年度分68.70 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 43

4 6 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 85

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 85

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

1,237.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

153.7 45.00

□ 0.0

6.9 0.014 0.3

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

85.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 173,767.0 9.76 1,696.0 0.489

908.0 0.251

1,702.9

908.0

0.2

0.4

kWh

m3

85.3

0.439

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

主要設備の使用状況の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

C506 余熱利用による早めの空調停止 C110 余熱利用による早めの空調停止

空室・不在時等の空調停止 C111

C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D107

D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C124_
冷凍機等の出入口温度把握と調整、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停
止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調
整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_
空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、
C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C519_季節に応じた温度設定の見直
し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C521_利用客数別燃料使用量の把握、C522_効率的な台数でのボイラ等
の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把
握、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 中央図書館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中央 3-1-3

2

1年未満

2

□■ 1年度分7,500.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 320

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 621

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 623

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

82.8

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

79,790.6 45.00

□ 0.0

3,590.6 0.014 179.1

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

442.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 904,006.0 9.76 8,823.1 0.489

3,910.0 0.251

12,413.7

3,910.0

1.0

1.7

kWh

m3

621.1

0.439

2.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C125_進入外気に伴う空調負
荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終
了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等
温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停止、C120_外灯等の点
灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチ
に空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気
に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自
動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_そ
の他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小松川図書館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

平井 1-11-26

3

1年未満

2

□■ 1年度分1,209.18 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 34

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 66

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 66

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

54.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

10,723.1 45.00

□ 0.0

482.5 0.014 24.1

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

42.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 87,703.0 9.76 856.0 0.489

1,252.0 0.251

1,338.5

1,252.0

0.3

0.5

kWh

m3

66.9

0.439

0.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D107 ボイラ等の空気比の調整

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C112_季節に応じた外気導入
量の適正化、C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集
約化、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の
見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、
C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低
減、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C524_水道メータ等で漏水の有無
の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 葛西図書館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

7

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

江戸川 6-24-1

1

1年未満

4

□■ 1年度分1,550.55 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 42

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 83

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 83

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

53.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

83.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 170,761.0 9.76 1,666.6 0.489

940.0 0.251

1,666.6

940.0

0.2

0.4

kWh

m3

83.5

0.439

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

その他設備の定期的な保守・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

設 備 導 入 対 策

E103 高効率照明器具の採用（屋内） E105

E126

照明用人感センサの採用

窓際照明の連続調光制御

E109 空調の冷温水配管の保温の実施

E108 高効率照明器具の採用（屋外）

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C112_季節に応じた外気導入量の適正化、C113_中間期における外気冷
房の実施、C123_温湿度の適正管理、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集
約化、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、
C507_温度計等による室温の把握と調整、C510_その他設備の不使用時の停止、E110_高効率モータの導入（空調用）、
E111_ポンプ・ファンのインバータ制御、E128_フリークーリングの導入、E136_デマンドコントローラの設置

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 西葛西図書館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

8 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西葛西 5-10-47

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,341.85 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 56

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 108

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 109

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

46.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

17,203.6 45.00

□ 0.0

774.2 0.014 38.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

70.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 143,138.0 9.76 1,397.0 0.489

1,915.0 0.251

2,171.2

1,915.0

0.5

0.8

kWh

m3

108.6

0.439

1.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

空室・不在時等の空調停止 C123

C115

温湿度の適正管理

事務用機器を業務終了時に停止

C508

その他設備の定期的な保守・点検

個人用端末の不用・離席時の停止C116

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室
温の把握と調整、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C510_その他設備
の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東部図書館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 72

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

江戸川 2‐35‐6

1

1年未満

2

□■ 1年度分2,000.97 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

住所変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 57

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 112

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 113

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

55.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

16,302.6 45.00

□ 0.0

733.6 0.014 36.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

75.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 154,917.0 9.76 1,512.0 0.489

1,877.0 0.251

2,245.6

1,877.0

0.5

0.8

kWh

m3

112.3

0.439

1.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C115_
事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、
C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別
管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、
C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定
実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季
節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C511_その他設備の効率
的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小岩図書館（新）

事 業 所 番 号 A 1 0 0 82

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

0

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東小岩3-6-9

5

1年未満

3

□■ 1年度分2,933.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 88

1 2 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 170

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 171

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

57.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

26,518.2 45.00

□ 0.0

1,193.3 0.014 59.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

111.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 227,512.0 9.76 2,220.5 0.489

1,986.0 0.251

3,413.8

1,986.0

0.5

0.9

kWh

m3

170.8

0.439

1.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B107

B105 エネルギー使用量の前年度比較 過去のデータによる傾向の把握

時間的に詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C110 余熱利用による早めの空調停止

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C122 冷風と温風の混合損失の防止

空室・不在時等の空調停止 C123

C125

温湿度の適正管理

進入外気に伴う空調負荷の低減

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

出入口等の開口部付近の空調停止C131

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停
止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季
節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C503_利用客数の時間帯
別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の
季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯
時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 松江コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 22

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

松江 7-5-12

2

1年未満

2

□■ 1年度分1,747.43 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 47

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 92

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 92

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

12,781.1 45.00

□ 0.0

575.1 0.014 28.7

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

63.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 130,350.0 9.76 1,272.2 0.489

907.0 0.251

1,847.4

907.0

0.2

0.4

kWh

m3

92.4

0.439

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C133

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

可能な限り低い照度設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

余熱利用による早めの空調停止 C112

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_
出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流
量、圧力調整、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把
握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節
設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間
の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効
率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 一之江コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

0

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

一之江 2-6-15

2

1年未満

2

□■ 1年度分1,153.79 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 29

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 57

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 57

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

49.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ kg 64.3 50.80 3.3 0.016 0.2

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

57.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 116,647.0 9.76 1,138.5 0.489

671.0 0.251

1,141.7

671.0

0.2

0.3

kWh

m3

57.2

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

余熱利用による早めの空調停止 C112

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E105 照明用人感センサの採用

E108 高効率照明器具の採用（屋外）

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_
開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_
事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、
C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C130_エレベータ運転台数の制限、
C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_
中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、
C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の
点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 松江区民プラザ

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

松江 2-1-10

2

1年未満

2

□■ 1年度分2,599.29 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 87

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 168

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 169

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

64.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

29,754.6 45.00

□ 0.0

1,339.0 0.014 66.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

102.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 208,607.0 9.76 2,036.0 0.489

1,626.0 0.251

3,375.0

1,626.0

0.4

0.7

kWh

m3

168.8

0.439

1.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C133

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C110 余熱利用による早めの空調停止

可能な限り低い照度設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

余熱利用による早めの空調停止 C122

C508 空室・不在時等の空調停止 C123

冷風と温風の混合損失の防止

温湿度の適正管理

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

出入口等の開口部付近の空調停止C131

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時
間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消
灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設
定実施、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間
の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不
使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小松川事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

平井 4-1-1

3

1年未満

2

□■ 1年度分1,899.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 46

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 91

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 92

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

47.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

126.6 45.00

□ 0.0

5.7 0.014 0.3

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

90.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 185,821.0 9.76 1,813.6 0.489

1,650.0 0.251

1,819.3

1,650.0

0.4

0.7

kWh

m3

91.2

0.439

1.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C113 中間期における外気冷房の実施

空室・不在時等の空調停止 C122

C123

冷風と温風の混合損失の防止

温湿度の適正管理

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

出入口等の開口部付近の空調停止C131

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席
時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休
日・夜間照明停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じ
た温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C513_便座ヒーター等温度
の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた
温度設定の見直し

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小松川区民施設（さくらホール）

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

小松川 3-6-3

3

1年未満

2

□■ 1年度分5,173.63 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 339

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 657

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③） 667

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

126.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

146,100.2 45.00

□ 0.0

6,574.5 0.014 327.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

329.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 673,326.0 9.76 6,571.7 0.489

15,424.0 0.251

13,146.2

15,424.0

3.9

6.8

kWh

m3

657.1

0.439

10.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空室・不在時等の空調停止 C113

C122

中間期における外気冷房の実施

冷風と温風の混合損失の防止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C125_進入外気に伴う空調負
荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不
用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売
機の休日・夜間照明停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節
に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C509_中央熱源機器
等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売
機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 中平井コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 72

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

平井 7-1-6

3

1年未満

2

□■ 1年度分1,669.23 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 37

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 73

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 73

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

43.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

13,245.1 45.00

□ 0.0

596.0 0.014 29.7

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

43.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 89,497.0 9.76 873.5 0.489

414.0 0.251

1,469.5

414.0

0.1

0.2

kWh

m3

73.5

0.439

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空室・不在時等の空調停止 C113

C122

中間期における外気冷房の実施

冷風と温風の混合損失の防止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C115_事務用機器を業務終
了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等
温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・
ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の
時間帯別把握、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点
灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C521_利用客数別燃料使用量の把握、C524_水道メータ
等で漏水の有無の点検

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 葛西事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中葛西 3-10-1

8

1年未満

4

□■ 1年度分7,392.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 218

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 423

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

5

総　計（④=②+③） 428

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

57.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

66,572.5 45.00

□ 0.0

2,995.8 0.014 149.4

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

274.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 561,417.0 9.76 5,479.4 0.489

7,856.0 0.251

8,475.2

7,856.0

2.0

3.4

kWh

m3

423.9

0.439

5.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C133

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C110 余熱利用による早めの空調停止

可能な限り低い照度設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C113 中間期における外気冷房の実施

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

余熱利用による早めの空調停止 C115

C508 空室・不在時等の空調停止 C116

事務用機器を業務終了時に停止

個人用端末の不用・離席時の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

事務用機器の台数見直し・集約化C126

設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の
季節別管理、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把
握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C513_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度
設定の見直し、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不
使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 北葛西コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

北葛西 2-11-39

8

1年未満

4

□■ 1年度分1,491.50 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 40

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 78

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 78

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

52.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

19,092.4 45.00

□ 0.0

859.2 0.014 42.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

35.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 73,174.0 9.76 714.2 0.489

902.0 0.251

1,573.3

902.0

0.2

0.4

kWh

m3

78.6

0.439

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

余熱利用による早めの空調停止 C111

C508 空室・不在時等の空調停止 C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_
進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_
事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、
C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別
管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実
施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調
整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設
定の見直し、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C511_その他設備の効率
的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 二之江コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 32

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

江戸川 6-46

1

1年未満

4

□■ 1年度分1,752.80 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 35

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 68

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 68

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

38.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

13,528.3 45.00

□ 0.0

608.8 0.014 30.4

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

38.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 77,997.0 9.76 761.3 0.489

752.0 0.251

1,370.0

752.0

0.2

0.3

kWh

m3

68.5

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C123 温湿度の適正管理

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

空室・不在時等の空調停止 C132

C115

開け放し開口部面積の縮小

事務用機器を業務終了時に停止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

個人用端末の不用・離席時の停止C116

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時
間の季節別管理、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C509_中央熱源機器等の季節
設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休
日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ
等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 清新町コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

1

7 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

清新町 1-2-2

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,898.66 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 63

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 123

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 124

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

42.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

296.8 45.00

□ 0.0

13.4 0.014 0.7

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

122.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 250,284.0 9.76 2,442.8 0.489

2,211.0 0.251

2,456.1

2,211.0

0.6

1.0

kWh

m3

123.1

0.439

1.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

空室・不在時等の空調停止 C123

C115

温湿度の適正管理

事務用機器を業務終了時に停止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

個人用端末の不用・離席時の停止C116

設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C129_季節に応じた温度
設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C513_便座ヒーター等温度
の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた
温度設定の見直し、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 臨海町コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

臨海町 2-2-9

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,176.50 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 41

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 80

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 80

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

36.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

106.3 45.00

□ 0.0

4.8 0.014 0.2

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

80.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 164,048.0 9.76 1,601.1 0.489

762.0 0.251

1,605.9

762.0

0.2

0.3

kWh

m3

80.5

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

空室・不在時等の空調停止 C112

C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮
小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間
照明停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C130_エレベータ運転台
数の制限、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表
示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間
の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不
使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東葛西コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東葛西 8-22-1

8

1年未満

4

□■ 1年度分3,871.91 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 160

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 311

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 312

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

80.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

49,840.7 45.00

□ 0.0

2,242.8 0.014 111.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

199.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 407,324.0 9.76 3,975.5 0.489

1,887.0 0.251

6,218.3

1,887.0

0.5

0.8

kWh

m3

311.0

0.439

1.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_
進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_
事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、
C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別
管理、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_
空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、
C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別
管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用
量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 長島桑川コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 72

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東葛西 5-31-18

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,498.13 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 59

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 116

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 116

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

46.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

116.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 238,137.0 9.76 2,324.2 0.489

936.0 0.251

2,324.2

936.0

0.2

0.4

kWh

m3

116.4

0.439

0.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

空室・不在時等の空調停止 C112

C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、
C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、
C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照
明停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流
量、圧力調整、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲
を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の
季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯
時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備
の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 船堀コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 82

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

船堀  1-3-1

9

1年未満

4

□■ 1年度分2,488.61 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 57

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 111

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 111

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

44.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

21,109.8 45.00

□ 0.0

949.9 0.014 47.4

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

64.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 131,615.0 9.76 1,284.6 0.489

768.5 0.251

2,234.5

768.5

0.2

0.3

kWh

m3

111.7

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C109 空室・不在時等の空調停止 C111

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C113 中間期における外気冷房の実施

予熱・予冷時の外気導入の停止

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C508 空室・不在時等の空調停止 C122 冷風と温風の混合損失の防止

C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

C132

C115

開け放し開口部面積の縮小

事務用機器を業務終了時に停止

セントラル空調のフィルター清掃

D108 その他設備の定期的な保守・点検

個人用端末の不用・離席時の停止C116

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D102

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B108_エネルギー等情報の対策への活用、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C120_外灯等の点灯時
間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C130_エレベータ運転台数の制限、C503_利用客数の時間
帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温
度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明
点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小岩事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東小岩 6-9-14

5

1年未満

3

□■ 1年度分3,677.64 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 110

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 214

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 216

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

58.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

32,803.4 45.00

□ 0.0

1,476.2 0.014 73.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

140.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 288,129.0 9.76 2,812.1 0.489

3,990.0 0.251

4,288.3

3,990.0

1.0

1.8

kWh

m3

214.5

0.439

2.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C105

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

昼休み時の消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C133 可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C123 温湿度の適正管理

空室・不在時等の空調停止 C132

C115

開け放し開口部面積の縮小

事務用機器を業務終了時に停止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

個人用端末の不用・離席時の停止C116

設 備 保 守 対 策

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

E105

E108

照明用人感センサの採用

高効率照明器具の採用（屋外）

E126 窓際照明の連続調光制御

E106 高効率照明ランプの採用（屋外）

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停止、C129_季節に応じた温度設定
の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節
設定実施、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自動販売機の不
要時の停止、C519_季節に応じた温度設定の見直し、E109_空調の冷温水配管の保温の実施、E110_高効率モータの導
入（空調用）、E111_ポンプ・ファンのインバータ制御、E121_高効率ボイラの採用（給湯用）、E122_給湯の温水配管の保温
の実施、E134_駐車場ＣＯ等濃度制御の導入、E136_デマンドコントローラの設置

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小岩アーバンプラザ

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

5

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

北小岩 1-17-1

5

1年未満

3

□■ 1年度分7,583.44 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 407

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 789

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③） 799

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

104.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

119,811.1 45.00

□ 0.0

5,391.5 0.014 268.9

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

520.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 1,064,108.0 9.76 10,385.7 0.489

14,846.0 0.251

15,777.2

14,846.0

3.7

6.5

kWh

m3

789.2

0.439

10.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

空室・不在時等の空調停止 C111

C112

予熱・予冷時の外気導入の停止

季節に応じた外気導入量の適正化

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C123_温湿度の適正管理、C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、C131_出入口等の開口部付近の空調停
止、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不
要時の停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの
流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯
別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の
季節設定実施、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自動販売機
の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じ
た温度設定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気
の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C511_その他設
備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 北小岩コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

北小岩 6-35-17

5

1年未満

3

□■ 1年度分1,896.60 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 60

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 117

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 117

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

61.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

22,379.0 45.00

□ 0.0

1,007.1 0.014 50.2

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

67.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 137,326.0 9.76 1,340.3 0.489

958.0 0.251

2,347.4

958.0

0.2

0.4

kWh

m3

117.4

0.439

0.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

■
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_
進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_
事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、
C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停
止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧
力調整、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、
C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定
実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜
間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の
季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C524_水道メータ等で
漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の
効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 南小岩コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

7

6 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

南小岩 7-17-10

5

1年未満

3

□■ 1年度分1,035.45 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 29

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 57

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 57

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

55.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

11.6 45.00

□ 0.0

0.5 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

57.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 117,515.0 9.76 1,146.9 0.489

1,017.0 0.251

1,147.5

1,017.0

0.3

0.4

kWh

m3

57.5

0.439

0.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C115_事務用機器を業務終了時
に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度
の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時の停止、C502_採光を利用した消
灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把
握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C514_自動販売機の休日・
夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C511_その他設備の効率
的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東部事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東瑞江 1-17-1

1

1年未満

2

□■ 1年度分3,455.35 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

住所変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 78

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 151

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 152

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

43.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

12,295.8 45.00

□ 0.0

553.3 0.014 27.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

123.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 253,284.0 9.76 2,472.1 0.489

1,984.0 0.251

3,025.4

1,984.0

0.5

0.9

kWh

m3

151.4

0.439

1.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失の
防止、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定
の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表
示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設
定の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C521_利用客数別燃料使用量の把握、C522_効率的な台数で
のボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C525_利用客数別水道使用量の把握、C511_その他設備の効率的
な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 東部フレンドホール

事 業 所 番 号 A 1 0 0 42

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

瑞江 2-5-7

1

1年未満

2

□■ 1年度分5,415.76 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 158

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 307

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 309

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

56.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

44,473.9 45.00

□ 0.0

2,001.3 0.014 99.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

208.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 425,325.0 9.76 4,151.2 0.489

2,962.0 0.251

6,152.5

2,962.0

0.7

1.3

kWh

m3

307.8

0.439

2.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B103

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B106

B102 関連他者からの情報を加えて把握 設備ごとに詳細に把握

時間的に詳細に把握

B104

取組状況の点検体制の構築

過去のデータによる傾向の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。B107_主要設備の使用状況の把握、B108_エネルギー等情報の対策への
活用、C112_季節に応じた外気導入量の適正化、C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失
の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、
C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、
C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別
管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C121_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C128_ポンプ・ファンの流
量、圧力調整、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲
を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調
負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯
時間の季節別管理、C518_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用
客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 鹿骨事務所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

1

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

鹿骨 1-54-2

7

1年未満

3

□■ 1年度分3,314.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

9 8

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 101

2 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 197

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 199

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

59.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

32,201.2 45.00

□ 0.0

1,449.1 0.014 72.3

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

125.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 255,763.0 9.76 2,496.2 0.489

3,303.0 0.251

3,945.3

3,303.0

0.8

1.5

kWh

m3

197.3

0.439

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C113_中間期における外気冷房の実施、C123_温湿度の適正管理、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集
約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、
圧力調整、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表
示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C524_水道メータ等で漏水
の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 篠崎コミュニティ会館

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

上篠崎 4-21-8

5

1年未満

3

□■ 1年度分1,468.93 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 2

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 27

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 53

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 53

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

36.0

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

11,685.9 45.00

□ 0.0

525.9 0.014 26.2

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

27.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 55,278.0 9.76 539.5 0.489

772.0 0.251

1,065.4

772.0

0.2

0.3

kWh

m3

53.3

0.439

0.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C113_中間期における外気冷房の実施、C123_温湿度の適正管理、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集
約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C119_自動販売機の不要時
の停止、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C502_採光を利用した消灯の
実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と
調整、C509_中央熱源機器等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季
節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C515_自動販売機の不要時の停止、C516_外灯等の点灯時間の
季節別管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率
的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 希望の家

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

江戸川 5-32-6

1

1年未満

4

□■ 1年度分1,453.51 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 30

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 59

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 59

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

40.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

1,358.1 45.00

□ 0.0

61.1 0.014 3.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

56.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 116,397.0 9.76 1,136.0 0.489

1,421.0 0.251

1,197.2

1,421.0

0.4

0.6

kWh

m3

60.0

0.439

1.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C107

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

空調機スイッチに空調範囲を表示

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空室・不在時等の空調停止 C113

C122

中間期における外気冷房の実施

冷風と温風の混合損失の防止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D105 換気フィルターの清掃・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D102

D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、C125_進入外気に伴う空調負
荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C121_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C130_エレベータ運転台
数の制限、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空
調負荷の低減、C518_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 虹の家

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

5 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西篠崎 2-18-22

5

1年未満

3

□■ 1年度分1,998.33 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 49

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 99

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 101

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

49.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ kg 5,448.1 50.80 276.8 0.016 16.3

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

82.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 169,234.0 9.76 1,651.7 0.489

3,274.0 0.251

1,928.5

3,274.0

0.8

1.4

kWh

m3

99.1

0.439

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

余熱利用による早めの空調停止 C112

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集
約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の
季節別管理、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把
握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節
設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間
の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C510_その他設備の不
使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 みんなの家

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

5

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

本一色 3-38-3

4

1年未満

3

□■ 1年度分2,175.06 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 39

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 76

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 78

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

34.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

4,740.5 45.00

□ 0.0

213.3 0.014 10.6

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

66.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 135,272.0 9.76 1,320.3 0.489

3,403.0 0.251

1,533.6

3,403.0

0.9

1.5

kWh

m3

76.8

0.439

2.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C104 採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

昼休み時の消灯の実施

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C123 温湿度の適正管理

C125

C132

進入外気に伴う空調負荷の低減

開け放し開口部面積の縮小

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

事務用機器を業務終了時に停止C115

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消灯の
実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低
減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C525_利用客数別水道使用量の把握、C511_その他設備の効率的な使用
法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 えがおの家

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東葛西 5-10-5

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,305.69 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 44

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 87

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 89

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

37.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

6,466.9 45.00

□ 0.0

291.0 0.014 14.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

72.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 148,513.0 9.76 1,449.5 0.489

3,200.0 0.251

1,740.5

3,200.0

0.8

1.4

kWh

m3

87.1

0.439

2.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B107

B102 関連他者からの情報を加えて把握 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

主要設備の使用状況の把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C133

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

可能な限り低い照度設定

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

空室・不在時等の空調停止 C122

C123

冷風と温風の混合損失の防止

温湿度の適正管理

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

冷凍機等の出入口温度把握と調整C124

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D107

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108

ボイラ等の空気比の調整

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の
空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席
時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度
設定の見直し、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器
等の季節設定実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C520_給湯設定と
使用場所の温度差把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等
で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 さくらの家

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

7

4 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

小松川 3-13-4

3

1年未満

2

□■ 1年度分1,200.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 35

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 68

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 69

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

56.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

12,268.8 45.00

□ 0.0

552.1 0.014 27.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

41.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 83,956.0 9.76 819.4 0.489

2,275.0 0.251

1,371.5

2,275.0

0.6

1.0

kWh

m3

68.6

0.439

1.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D103 中央熱源機器等の定期点検の実施 D105 換気フィルターの清掃・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C122_冷風と温風の混合損失の防止、C123_温湿度の適正管理、C125_
進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_
事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、
C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、
C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C509_中央熱源機器等の季節設定
実施、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C519_季節に応じた温度設定
の見直し、C520_給湯設定と使用場所の温度差把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温
の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の効率的な
使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 障害者支援ハウス

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中葛西 2-11-8

8

1年未満

4

□■ 1年度分1,597.22 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 62

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 122

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

4

総　計（④=②+③） 126

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

76.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

11,083.7 45.00

□ 0.0

498.8 0.014 24.9

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

97.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 198,634.0 9.76 1,938.7 0.489

6,425.0 0.251

2,437.4

6,425.0

1.6

2.8

kWh

m3

122.0

0.439

4.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C110 余熱利用による早めの空調停止

余熱利用による早めの空調停止 C111

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

予熱・予冷時の外気導入の停止

中間期における外気冷房の実施

C506

セントラル空調のフィルター清掃

D104 空調フィルターの清掃・点検 D105 換気フィルターの清掃・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D102

D106 ボイラ等の定期点検の実施 D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮
小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C118_自動販売機の休日・夜間照明停止、C120_外灯等の点灯時
間の季節別管理、C129_季節に応じた温度設定の見直し、C130_エレベータ運転台数の制限、C502_採光を利用した消
灯の実施、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度
の季節別設定、C514_自動販売機の休日・夜間照明停止、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた
温度設定の見直し、C521_利用客数別燃料使用量の把握、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏
れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C510_その他設備の不使用時の停止、C511_その他設備の
効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 区立東篠崎保育園

事 業 所 番 号 A 1 0 0 82

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東篠崎 1-6-1

6

1年未満

3

□■ 1年度分1,375.51 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 35

3 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 68

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 70

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

49.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

4,916.4 45.00

□ 0.0

221.2 0.014 11.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

57.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 117,699.0 9.76 1,148.7 0.489

3,550.0 0.251

1,370.0

3,550.0

0.9

1.6

kWh

m3

68.6

0.439

2.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C104

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

採光を利用した消灯の実施

C109 空室・不在時等の空調停止 C105 昼休み時の消灯の実施

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

C506 余熱利用による早めの空調停止 C108 温度計等による室温の把握と調整

空室・不在時等の空調停止 C110

C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C508

換気フィルターの清掃・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108 その他設備の定期的な保守・点検

中間期における外気冷房の実施C113

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D105

D106 ボイラ等の定期点検の実施

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、
C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、
C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C117_便座ヒーター等温度の季節別
設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C129_季節に応じた温度設定
の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C505_空調機スイッチに空調範囲を表
示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節
別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設
定の見直し、C522_効率的な台数でのボイラ等の運転、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C511_その他設備の効率的な使
用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 江戸川保健所

事 業 所 番 号 A 1 0 0 52

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 □ ■

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中央 4-24-19

2

1年未満

2

□■ 1年度分1,450.08 m2

□ ■

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 4

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

所有形態変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 28

1 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 56

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 56

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

38.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

125.1 45.00

□ 0.0

5.6 0.014 0.3

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

55.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 114,167.2 9.76 1,114.3 0.489

1,096.8 0.251

1,119.9

1,096.8

0.3

0.5

kWh

m3

56.1

0.439

0.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止 C110

C508 空室・不在時等の空調停止 C111

余熱利用による早めの空調停止

予熱・予冷時の外気導入の停止

C506

その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

季節に応じた外気導入量の適正化C112

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C113_中間期における外気冷房の実施、C122_冷風と温風の混合損失の
防止、C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_出入口等の開口部付近の空調停止、
C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、
C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C117_便座ヒーター等温度の季節別設定、C120_外灯等の点灯時間の季節別
管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C129_季節に応じた温度設定の
見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、
C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C513_便座ヒーター等温度の季節別設定、C516_外灯等の点灯時間の季節別
管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C521_利用客数別燃料使用量
の把握、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時
の停止、C511_その他設備の効率的な使用法表示

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 小岩健康サポートセンター

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

0

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

東小岩 3-23-3

5

1年未満

3

□■ 1年度分2,273.70 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ □

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 4

報告範囲の主たる用途
■

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 34

2 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 67

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 67

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

29.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

368.3 45.00

□ 0.0

16.6 0.014 0.8

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

67.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 137,249.0 9.76 1,339.6 0.489

1,198.0 0.251

1,356.1

1,198.0

0.3

0.5

kWh

m3

67.9

0.439

0.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

その他設備の定期的な保守・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_
開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_
事務用機器の台数見直し・集約化、C502_採光を利用した消灯の実施、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_
温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 葛西駅広場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

2

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

中葛西 5-43

8

1年未満

4

□■ 1年度分5,679.55 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

7 9

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 105

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 204

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

2

総　計（④=②+③） 206

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

35.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

204.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 417,784.0 9.76 4,077.6 0.489

3,887.0 0.251

4,077.6

3,887.0

1.0

1.7

kWh

m3

204.3

0.439

2.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B108 エネルギー等情報の対策への活用

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C126

C121

事務用機器の台数見直し・集約化

屋内駐車場換気の不要時間の停止

利用客数の時間帯別把握C503

設 備 保 守 対 策

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C518_屋内駐車場換気の不要時間の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 西葛西駅北口広場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

3

8 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西葛西 5-1

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,494.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

7 9

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 35

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 68

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 69

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

27.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

68.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 140,680.0 9.76 1,373.0 0.489

2,335.0 0.251

1,373.0

2,335.0

0.6

1.0

kWh

m3

68.8

0.439

1.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B108 エネルギー等情報の対策への活用

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C126

C121

事務用機器の台数見直し・集約化

屋内駐車場換気の不要時間の停止

利用客数の時間帯別把握C503

設 備 保 守 対 策

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C518_屋内駐車場換気の不要時間の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 瑞江駅南口駐輪場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

瑞江 2-2-1先

1

1年未満

2

□■ 1年度分4,800.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

7 9

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

住所変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 32

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 63

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 63

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

13.1

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

63.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 130,495.0 9.76 1,273.6 0.489

264.0 0.251

1,273.6

264.0

0.1

0.1

kWh

m3

63.8

0.439

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

余熱利用による早めの空調停止 C112

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C506

その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮
小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C121_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別
把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C518_屋内駐車場換気の不要
時間の停止、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 新川地下駐車場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

5

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

船堀 7-2-1

9

1年未満

4

□■ 1年度分10,500.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

6 9

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 83

3 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 161

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 161

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

15.3

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

161.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 331,186.0 9.76 3,232.4 0.489

383.0 0.251

3,232.4

383.0

0.1

0.2

kWh

m3

161.9

0.439

0.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B102 関連他者からの情報を加えて把握 B104

B108

B105 エネルギー使用量の前年度比較 過去のデータによる傾向の把握

設備ごとに詳細に把握

B106

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C103 日本工業規格に準じた照度の設定

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C133

C116 個人用端末の不用・離席時の停止

可能な限り低い照度設定

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C126 事務用機器の台数見直し・集約化

C524 水道メータ等で漏水の有無の点検

C510

C511

その他設備の不使用時の停止

その他設備の効率的な使用法表示

その他設備の定期的な保守・点検

設 備 保 守 対 策

D108

設 備 導 入 対 策

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 西葛西駅南口広場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

6

8 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西葛西 6-15

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,386.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

7 9

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 30

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 59

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 59

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

24.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

59.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 120,965.0 9.76 1,180.6 0.489

341.0 0.251

1,180.6

341.0

0.1

0.1

kWh

m3

59.2

0.439

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B108 エネルギー等情報の対策への活用

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C107

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C125 進入外気に伴う空調負荷の低減

空調機スイッチに空調範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C115 事務用機器を業務終了時に停止

C508 空室・不在時等の空調停止 C116 個人用端末の不用・離席時の停止

C126

C121

事務用機器の台数見直し・集約化

屋内駐車場換気の不要時間の停止

利用客数の時間帯別把握C503

設 備 保 守 対 策

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C518_屋内駐車場換気の不要時間の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 行船公園

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

7

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

北葛西 3-2-1

8

1年未満

4

□■ 1年度分2,577.69 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 248

5 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 482

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

27

総　計（④=②+③） 509

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

186.9

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

23,793.2 45.00

□ 0.0

1,070.7 0.014 53.4

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

428.7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 876,681.0 9.76 8,556.4 0.489

39,362.0 0.251

9,627.1

39,362.0

9.9

17.3

kWh

m3

482.1

0.439

27.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

設備ごとに詳細に把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

空室・不在時等の空調停止 C111

C113

予熱・予冷時の外気導入の停止

中間期における外気冷房の実施

C508

その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_
開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C120_
外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、
C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C507_温度計等による室温の把握と調整、
C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管
理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、
C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 総合レクリエーション公園（なぎさポニーランド）

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

8

8 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西葛西 6･7･8丁目

8

1年未満

4

□■ 1年度分474.53 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 0

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 145

5 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 282

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

13

総　計（④=②+③） 295

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

594.2

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（LPG）

その他（）

その他（）

その他（）

23.2 45.00

□ 0.0

1.0 0.014 0.1

□ kg 522.8 50.80 26.6 0.016 1.6

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

280.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 573,789.0 9.76 5,600.2 0.489

19,791.0 0.251

5,627.8

19,791.0

5.0

8.7

kWh

m3

282.2

0.439

13.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B104

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

設備ごとに詳細に把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C108 温度計等による室温の把握と調整

空室・不在時等の空調停止 C111

C113

予熱・予冷時の外気導入の停止

中間期における外気冷房の実施

C508

その他設備の定期的な保守・点検

D104 空調フィルターの清掃・点検

冷風と温風の混合損失の防止C122

設 備 保 守 対 策

D101 ランプ等の定期的な清掃・交換 D108

D106 ボイラ等の定期点検の実施

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_
開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C120_
外灯等の点灯時間の季節別管理、C127_看板照明点灯時間の季節別管理、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、
C129_季節に応じた温度設定の見直し、C502_採光を利用した消灯の実施、C507_温度計等による室温の把握と調整、
C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C516_外灯等の点灯時間の季節別管理、C517_看板照明点灯時間の季節別管
理、C519_季節に応じた温度設定の見直し、C523_蒸気の漏れ・保温の管理、C524_水道メータ等で漏水の有無の点検、
C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 くつろぎの家

事 業 所 番 号 A 1 0 0 62

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

9

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

江戸川 2-13

1

1年未満

2

□■ 1年度分1,803.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 54

4 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 106

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

10

総　計（④=②+③） 116

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

58.7

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

7,111.7 45.00

□ 0.0

320.0 0.014 16.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

90.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 185,104.0 9.76 1,806.6 0.489

14,897.0 0.251

2,126.6

14,897.0

3.7

6.5

kWh

m3

106.5

0.439

10.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握

過去のデータによる傾向の把握

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

その他設備の定期的な保守・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_
出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C502_採光を利用した消灯の実
施、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 中央くすのきカルチャーセンター

事 業 所 番 号 A 1 0 0 72

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

0

2 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

西小松川町 34-1

3

1年未満

2

□■ 1年度分1,734.57 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 31

4 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 60

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 61

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

34.5

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

214.6 45.00

□ 0.0

9.7 0.014 0.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

60.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 122,845.0 9.76 1,199.0 0.489

1,505.0 0.251

1,208.6

1,505.0

0.4

0.7

kWh

m3

60.6

0.439

1.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較

B102 関連他者からの情報を加えて把握 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C105 昼休み時の消灯の実施

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C133 可能な限り低い照度設定

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C107 空調機スイッチに空調範囲を表示

余熱利用による早めの空調停止 C108

C508 空室・不在時等の空調停止 C110

温度計等による室温の把握と調整

余熱利用による早めの空調停止

C506

その他設備の定期的な保守・点検

予熱・予冷時の外気導入の停止C111

設 備 保 守 対 策

D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C123_温湿度の適正管理、C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C131_
出入口等の開口部付近の空調停止、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、
C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直し・集約化、C502_採光を利用した消灯の実
施、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷
の低減、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 希望の家（新館）

事 業 所 番 号 A 1 0 0 82

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

4

3 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

江戸川 5-32-6

1

1年未満

4

□■ 1年度分2,128.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

8 5

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

延床面積変更のため問題なし

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 40

5 9 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 78

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

1

総　計（④=②+③） 79

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

36.6

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

6,446.6 45.00

□ 0.0

290.1 0.014 14.5

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

64.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 131,135.0 9.76 1,279.9 0.489

2,898.0 0.251

1,570.0

2,898.0

0.7

1.3

kWh

m3

78.6

0.439

2.0

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 B108

B102 関連他者からの情報を加えて把握 主要設備の使用状況の把握

過去のデータによる傾向の把握

B107

取組状況の点検体制の構築

エネルギー等情報の対策への活用

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C109 空室・不在時等の空調停止 C107

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

空調機スイッチに空調範囲を表示

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

C506 余熱利用による早めの空調停止 C112 季節に応じた外気導入量の適正化

空室・不在時等の空調停止 C113

C122

中間期における外気冷房の実施

冷風と温風の混合損失の防止

C508

セントラル空調のフィルター清掃

D105 換気フィルターの清掃・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D102

D108 その他設備の定期的な保守・点検

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C124_冷凍機等の出入口温度把握と調整、C125_進入外気に伴う空調負
荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C121_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C128_ポンプ・ファンの流量、圧力調整、C130_エレベータ運転台
数の制限、C505_空調機スイッチに空調範囲を表示、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空
調負荷の低減、C518_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無



その２ （表）

１　事業所等の概要

自己所有 他者所有

建物の全部 建物の一部（テナント） 建物の一部（その他）

事務所 商業施設（物販） 商業施設（飲食）

工場 複合施設 その他

２　原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量（2019年度の状況）
①

kl

②

t

③

t

④

t

⑤

kg-CO2/m2

３　二酸化炭素排出量等の内訳

⑫ ⑪ ⑬

⑭ ⑮

⑯

※１　電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※２  ⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
     　⑫=(⑪/電気のその他の買電（昼夜間不明の場合を含む。）の係数)×1,000　⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

（日本産業規格A列4番）

0.00.0 9.76 0.0 0.489

地球温暖化対策報告書（その２）

事 業 所 等 の 名 称 篠崎駅西口駐輪場

事 業 所 番 号 A 1 0 0 82

事 業 所 等 の 所 在 地

0

所 有 形 態 ■ □

事 業 所 等 の 延 床 面 積

〒 1 3 －

5

1 区 市 町 村 名0

－ 0

0 江戸川区

篠崎町　7-20-19

6

1年未満

3

□■ 1年度分3,600.00 m2

■ □

町 名 番 地
以 下

事 業 所 等 の 実 績 年 度 の
エ ネ ル ギ ー 使 用 期 間

□

□ □

□ ■

報 告 範 囲

日 本 標 準 産 業 分 類
に お け る 細 分 類 番 号

7 9

報告範囲の主たる用途
□

□

前 年 度 の 報 告 内 容
か ら の 変 更 点

新規追加

原油換算エネルギー使用量（①=⑭×0.0258） 45

4 1 連鎖化事業区分 非該当直営店 □ 加盟店 ■□

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量（②=⑮） 88

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量（③=⑯）

0

総　計（④=②+③） 88

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量（⑤=②×1000/事業所等の延床面積）

24.4

燃料等の種別
推計
の

使用
単位

使用量 係数
熱量
（GJ）

二酸化炭素排出量

排出
係数

排出量※１

（t）
⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3

□

その他（）

その他（）

その他（）

その他（）

0.0 45.00

□ 0.0

0.0 0.014 0.0

□ 0.0

□ 0.0

0.0 0.489

0.0

0.489 0.0
電
気

一般送配電事業者
の電線路を介して
供給された電気

昼間（8時～22時） □ kWh 0.0 9.97

88.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※２

合　計

0.0

夜間（22時～翌日8時） □ kWh 0.0 9.28 0.0

その他の買電（昼夜間不明の場合を含む。） □ kWh 180,611.0 9.76 1,762.8 0.489

243.0 0.251

1,762.8

243.0

0.1

0.1

kWh

m3

88.3

0.439

0.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □

合　計

公共下水道 □ m3

証書による環境価値
の利用

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
の 利 用 状 況

□
再生可能エネルギー
発電設備の設置

□ 低炭素電力の受入 □



（裏）

４　地球温暖化対策の実施状況

実績年度の目標達成の状況 目標達成した。

５　提出年度の地球温暖化対策の目標

有 無

ベンチマーク区分 ランク CO2削減率（前年度比） %

CO2排出量（延床面積当たり） kg-CO2/m2 CO2排出量（総量） t

その他 特記事項に内容を記載

６　特記事項

（日本産業規格A列4番）

重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組 織 体 制 の 整 備

A202 温暖化対策推進担当の配置

A204

A203 具体的な取組目標と内容の設定

エ ネ ル ギ ー 等 の
使 用 状 況 の 把 握

B101 自ら入手可能な情報に基づく把握 B106

B105 エネルギー使用量の前年度比較 エネルギー等情報の対策への活用

過去のデータによる傾向の把握

B108

取組状況の点検体制の構築

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策

運 用 対 策

C101 空室・不在時等のこまめな消灯 C102 照明スイッチに点灯範囲を表示

C106 冷暖房温度を都の推奨値へ変更 C103

C114 事務用機器を省エネモードに設定 C108 温度計等による室温の把握と調整

日本工業規格に準じた照度の設定

C109 空室・不在時等の空調停止 C104 採光を利用した消灯の実施

C501 個室等不使用箇所のこまめな消灯 C110 余熱利用による早めの空調停止

C504 利用状況に応じた空調の設定変更 C111 予熱・予冷時の外気導入の停止

余熱利用による早めの空調停止 C112

C508 空室・不在時等の空調停止 C113

季節に応じた外気導入量の適正化

中間期における外気冷房の実施

C506

その他設備の定期的な保守・点検

温湿度の適正管理C123

設 備 保 守 対 策

D104 空調フィルターの清掃・点検 D108

設 備 導 入 対 策

上記以外にも、次に示す対策を実施している。C125_進入外気に伴う空調負荷の低減、C132_開け放し開口部面積の縮
小、C115_事務用機器を業務終了時に停止、C116_個人用端末の不用・離席時の停止、C126_事務用機器の台数見直
し・集約化、C121_屋内駐車場換気の不要時間の停止、C502_採光を利用した消灯の実施、C503_利用客数の時間帯別
把握、C507_温度計等による室温の把握と調整、C512_進入外気に伴う空調負荷の低減、C518_屋内駐車場換気の不要
時間の停止、C525_利用客数別水道使用量の把握、C510_その他設備の不使用時の停止

□

□ ■

目標値等（選択）

目 標 の 有 無


